
2008年度 小委員会活動成果報告 
（2009年 6月 15日作成） 

小委員会名 サステイナブル建築モデルデザイン小委員会 主 査 名：安田幸一 
就任年月：2007年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

地球環境本委員会 委員長名：吉野 博 
主 査 名： 

設 置 期 間    2007年 4月 ～ 2009 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・持続可能な都市・建築の姿を提示する 
・「CLIMATIC CUBE」によるサステイナブルな建築モデルを提示する。 
・モデルの実効性を検討する。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

安田幸一［主査］（安田アトリエ／東京工業大学）石井大五（フューチャースケープ建築
設計事務所）太田浩史（デザイン・ヌーブ／東京大学）金子尚志（エステック計画研究所）
小泉雅生（小泉アトリエ／首都大学東京）小玉祐一郎（エステック計画研究所／神戸芸術
工科大学）曽我部昌史（みかんぐみ／神奈川大学）高井啓明（竹中工務店）高間三郎（科
学応用冷暖研究所）塚本由晴（アトリエワン／東京工業大学）中村美和子（武蔵工業大学）
難波和彦（東京大学）西沢大良（西沢大良建築設計事務所）橋本純（新建築社）村田涼（エ
ステック計画研究所） 

設置WG 
（WG名：目的）  

2008年度予算 85,000円 ホームページ公開の有無：無 
委員会 HPアドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      ７回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ
ー・研究会・見学会等） 

PD：「サステイナブル建築モデルデザイン手法のあり方」   68名 
資料：同上 
 
                         

大会研究集会  

対外的意見表明・パ
ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら
れた成果との関係） 

１．建築学会大会で PD を開催。 
２．「CLIMATIC CUBE」によるサステイナブルな建築モデルを提示した。 
 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．「CLIMATIC CUBE」によるサステイナブルな建築モデルを提示。 
  これを構築していくために素材分野での基礎的スタディが必要。 
２．レクチャー、見学会については、今後系統的に記録をまとめる。 
 



＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


